生命情報と生体機能のナノバイオロジー by 今井 清博 et al.
生命情報と生体機能のナノバイオロジー
著者 今井 清博, 大河内 正一, 片岡 洋右, 高月 昭, 平
松 豊一, 飯塚 哲太郎, 中村 寛夫, 磯貝 泰弘, 原










































































































































































Mn3+-錯体の高スピン状態（S=2）のゼーマンエネルギー準位はスピンハミルトニアン H = 
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